
国有林防災ボランティア活動の実施報告

（一社）名古屋林業土木協会

活動内容 平成３０年７月豪雨災害に係る防災ボランティア活動

１ 実施年月日 平成３０年６月２８日～７月１７日

２ 実施場所 岐阜県下呂市小坂町 落合国有林ほか延べ２６箇所

３ 参加会員数 １９企業 延べ５２人（別表のとおり）

４ 活動内容

当協会では、地震、台風、集中豪雨等により、林地荒廃、治山・林道施

設の被害などが発生若しくは発生の恐れがある場合は、森林管理署等の要

請を受け、中部森林管理局と締結した「国有林防災ボランティアに関する

協定」に基づき、現場パトロール等を行っています。

平成３０年度は、６月２８日以降、発達した梅雨前線が台風７号の通過

後南下して活発化し、西日本を中心に記録的な大雨を降らせ、各地で甚大

な被害（平成３０年７月豪雨災害）が発生しました。

中部森林管理局には対策本部が設置され、防災ボランティア協定に基づ

き要請があったので、当協会では管内国有林の巡視、治山・林道施設の点

検を実施しました。点検に当たっては、被災状況の調査とともに、既設治

山施設の効果発揮の状況や河床の変動状況、被災時の流量の目安となる写

真なども撮影し、関係森林管理署へ報告しました。

活動写真等

【防災ボランティア活動の種類】

① 国有林内の被災情報収集

② 二次災害の防止措置

③ 軽微な作業

① 林道路肩決壊の調査状況

②林道危険箇所へカラーコーンを設置 ③県道への流出土砂の除去・清掃



活動写真等

【 調査結果の報告事例】

岐阜県下呂市小坂町 濁河国有林 草木谷

被災前の既設えん堤の状況と被災後の状況を対比し、治山施設の効果

も併せて報告



活動写真等

【 調査結果の報告事例】

岐阜県下呂市小坂町

濁河川流域

国有林下流部の民有地の状況も含め

被害状況等を情報収集し報告


